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論文の内容の要旨
　現在，社会全体にわたって，トランザクション処理（Transaction　Processi㎎：以下TPと略する）が，非常に
大きな勢いで増加しており，非常に多くのトランザクション数を処理することができるTPシステムが要求され
ている。
　そのようなTPシステムの性能は，ハードウエアリソースとデータリソースの両方に対する競合の程度によっ
て決定される。ハードウエアリソース増強に対する要求は，Shared－nothi㎎（疎結合）並列TPアーキテクチャー
により満たされる。しかし，データ競合は，Shared－nothi㎎並列TPシステムの性能を低下させる可能性がある。
もし，データ競合によるボトルネックが生ずる頻度を，軽減するための対策がなければ，Shared－nothi㎎並列
TPシステムの性能は，ハードウエアリソースを増強しても十分に改善されないこととなる。
　この問題を取り扱うために，本論文では，まずShared－nothi㎎並列TPシステムのデータ競合による性能低下
の原因を調べている。また，同時発生制御問題とトランザクションスケジューリング問題を研究している。3つ
のアプローチおよびそれに基づく5つのアルゴリズム（LWDC，WDPP　MDMS，SCST，FCFSP）を提案している。
これらのアルゴリズムを比較するために開発されたShared一丞othi㎎並列TPシステムのシミュレーターを用い
て，提案されたアルゴリズムを評価している。シミュレーション結果においては，これらのアルゴリズムの有効
性を検証している。その結果においては，これらのアルゴリズムの既存の提案されたものより優れた性能を示し
ている。
審査の結果の要旨
　本論文は，5章より成る。
　第1章「工耐roduction」では，トランザクション処理システムおよびそのための並列コンピュータについての
説明を与え，この中で性能上の隆路となるデータ競合の問題について既存の研究に対する概観を与えている。
　第2章「Three　approaches　for　copi㎎with　data　c㎝tenをion」では，以上の問題に対する三つの方法の取組み方
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について説明し，本研究で提案した五つのアルゴリズムについて解説している。
　第3章「Si㎜u1ati㎎shared－nothi㎎para11e1TP　syste㎜s」では，以上の提案を既存のアルゴリズムと比較評価
するための土台となるシミュレーション実験の方法について具体的に説明している。
　第4章「Perfomance　studies」では，本研究で提案した五つのアルゴリズムを，シミュレーション実験により
既存の方式と比較した結果を述べている。提案するアルゴリズムが既存のアルゴリズムより優れた性能を示すこ
とを述べている。
　第5章「Summary狐d　future　work」では，本研究の成果を総括し今後の展望を述べている。
　本研究は，並列トランザクション処理システムにおけるデータ競合を解決し性能を上げるための新しいいくつ
かの提案を与え，具体的にシミュレーション実験によって，その効果を確認したものであって，情報工学上貢献
するところが大きいと判断される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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